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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スキャナーによる読み取り精度を確保しつつ、
搬送される用紙へのダメージを防ぐ。
【解決手段】画像形成装置１００は、搬送路５３に沿っ
て、定着ローラー４１と、第２ローラーＲ２と、第１ロ
ーラーＲ１と、スキャナー７０と、を備え、画像形成期
間中は転写位置ｐ１と定着ローラー４１との間の用紙の
搬送状態に応じて、定着ローラー４１の回転を制御する
とともに、スキャナー７０の読取期間中は、第１ローラ
ーＲ１を一定速度で回転させ、かつ、定着ローラー４１
と第１ローラーＲ１との間を搬送する用紙に形成される
たわみ量が所定範囲内になるように、第２ローラーＲ２
の回転を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙を搬送する搬送路に沿って、上流側から順に、
　画像を形成し、形成した画像を転写位置で用紙上に転写する画像形成部と、
　用紙上に転写した画像を、加熱し、定着する定着ローラーと、
　用紙を搬送する１つまたは複数の第２ローラーと、
　用紙を搬送する第１ローラーと、
　前記第１ローラーの直下流に配置され、搬送する用紙上の画像を読み取るスキャナーと
、を備え、
　画像を形成する画像形成期間中は、前記転写位置と前記定着ローラーとの間の用紙の搬
送状態に応じて、前記定着ローラーの回転を制御するとともに、
　前記スキャナーによる前記用紙上の画像の読み取りを行う読取期間中は、前記第１ロー
ラーを一定速度で回転させ、かつ、前記定着ローラーと前記第１ローラーとの間を搬送す
る用紙に形成されるたわみ量が所定範囲内になるように、前記第２ローラーの回転を制御
する制御部を備える、画像形成装置。
【請求項２】
　前記転写位置と前記定着ローラーとの間に形成される用紙のたわみ量を検知する検知部
を備え、
　前記検知部の出力に応じて、前記定着ローラーによる用紙の搬送速度Ｖｆを、予め定め
られた最高の搬送速度Ｖｆｍａｘと最低の搬送速度Ｖｆｍｉｎとの間で可変制御する、請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬送速
度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度と同じになるように可変制御し、
　前記読取期間中は、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍｉｎに設定し、
前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆ以下、前記搬送速度Ｖｆｍｉｎ以上で制
御する、請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬送速
度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆよりも遅い速度で制御し、前記定着ローラ
ーと前記第１ローラーとの間を搬送される用紙にたわみを形成し、
　前記読取期間中は、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘに設定し、
前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘ以下、前記搬送速度Ｖｆ以上で制
御する、請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記第１ローラー、１または複数の前記第２ローラー、および前記定着ローラーの複数
ローラーのうち、隣接するローラー間で形成されるたわみ量を、所定量以下となるように
制御する、請求項１から請求項４のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記読取期間中に、前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量の全てが、前記所定
量を超えると判断した場合に、実行中の読み取りを中止する、請求項５に記載の画像形成
装置。
【請求項７】
　前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量を検知する検知部を備え、前記検知部の
出力に応じて、前記読取期間中に前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量を判断す
る、請求項５または請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　制御する前記隣接するローラー間の搬送速度差と、継続時間によって、前記隣接するロ
ーラー間で形成されるたわみ量を算出し、該たわみ量の算出結果に応じて、前記隣接する
ローラー間で形成されるたわみ量を判断する、請求項５または請求項６に記載の画像形成
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装置。
【請求項９】
　前記所定量は、隣接するローラー間毎に異なる値に設定されている、請求項５から請求
項８のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　用紙を搬送する搬送路に沿って、搬送路上流側から順に、
　画像を形成し、形成した画像を転写位置で用紙上に転写する画像形成部と、
　用紙上に転写した画像を、加熱し、定着する定着ローラーと、
　用紙を搬送する１または複数の第２ローラーと、
　用紙を搬送する第１ローラーと、
　前記第１ローラーの直下流に配置され、搬送する用紙上の画像を読み取るスキャナーと
、を備える画像形成装置に制御方法を実行させるためのプログラムであって、
（ａ）画像を形成する画像形成期間中に、前記転写位置と前記定着ローラーとの間に形成
される用紙のたわみ量が所定範囲内になるように、前記定着ローラーの回転を、制御する
ステップと、
（ｂ）前記スキャナーによる前記用紙上の画像の読み取りを行う読取期間中に、前記第１
ローラーを一定速度で回転させ、かつ、前記定着ローラーと前記第１ローラーとの間を搬
送される用紙に形成されるたわみ量が所定範囲内になるように、前記第２ローラーの回転
を制御するステップと、
　を含む制御方法を前記画像形成装置に実行させるためのプログラム。
【請求項１１】
　前記ステップ（ａ）は、前記転写位置と前記定着ローラー間に形成される用紙のたわみ
量を検知する検知部の出力に応じて、予め定められた最高の搬送速度Ｖｆｍａｘと最低の
搬送速度Ｖｆｍｉｎとの間で制御する、請求項１０に記載のプログラム。
【請求項１２】
　さらに、
（ｃ）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬
送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆと同じにするステップを含み、
　前記ステップ（ｂ）では、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍｉｎに設
定し、前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆ以下、前記搬送速度Ｖｆｍｉｎ以
上で制御する、請求項１１に記載のプログラム。
【請求項１３】
　さらに
（ｄ）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬
送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆよりも遅い速度で制御するステップを
含み、
　前記ステップ（ｂ）では、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘに設
定し、前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘ以下、前記搬送速度Ｖｆ以
上で制御する、請求項１１に記載のプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置、およびその制御方法を実行させるためのプログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、印刷業界においては、従来のオフセット印刷装置に代えて、電子写真方式のプリ
ンター等の画像形成装置が広く活用されてきている。
【０００３】
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　このような画像形成装置においては形成する画像の安定化を図るために、用紙の搬送路
の画像形成部よりも下流側にスキャナーを配置し、このスキャナーの読み取りにより得ら
れた画像データにより、画像濃度や画像形成位置を検知し、これにより画像形成条件や、
画像形成タイミングにフィードバックする画像形成装置がある（例えば特許文献１）。
【０００４】
　一方で、このような電子写真方式の画像形成装置の画像形成部では、感光体ドラム等の
像担持体にトナー画像を形成し、これを搬送した用紙上に転写位置で転写し、転写したト
ナー画像を下流側の内部にヒーターを配置した定着ローラーにより加熱することで、用紙
上にトナー画像を定着する。
【０００５】
　定着ローラーの製造ばらつきや、昇温による膨張等により、ローラーの外径は一定にす
ることは困難である。そのため、定着ローラーによる用紙の搬送速度を、転写位置での用
紙の搬送速度と、完全に一致させることは困難であり、わずかに速度差が生じる場合が多
い。この速度差の影響により定着ローラーと転写位置との間を搬送される用紙に、過剰な
たわみ（ループ）が形成されたり、引っ張り合いが発生したりする。過剰なたわみが形成
されると、搬送路に設けられている部材に接触することで画像汚れや用紙へのダメージが
生じる。また、引っ張り合いが発生すると転写時の画像ずれが発生する。特に、定型紙よ
りも長い長尺紙を用いるような場合には、転写位置と定着ローラーでの速度差の影響は大
きくなる。このような問題に対しては、従来、定着ローラーの手前側にたわみを検知する
センサーを設け、検知出力により定着ローラーの搬送速度を可変制御する装置がある（例
えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１６－１９１７７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示されている画像形成装置では、スキャナーで搬送される用紙の読み取
りを行う読取期間中は、読み取り精度を確保するために、読取位置における用紙の搬送速
度を一定に保つ必要がある。
【０００８】
　しかしながら、読取位置での用紙の搬送速度を一定にした場合には、その上流側の可変
制御される定着ローラーの搬送速度との間に速度差が生じる。そのために、定着ローラー
と読取位置との間を搬送される用紙に、過剰なたわみが形成されたり、引っ張り合いが発
生したりすることで、用紙にダメージが生じたり、読み取り時の精度を確保できないとい
う問題がある。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、スキャナーによる読み取り精度を確
保しつつ、搬送される用紙へのダメージを防ぐことを目的する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の上記目的は、下記の手段によって達成される。
【００１１】
　（１）用紙を搬送する搬送路に沿って、上流側から順に、
　画像を形成し、形成した画像を転写位置で用紙上に転写する画像形成部と、
　用紙上に転写した画像を、加熱し、定着する定着ローラーと、
　用紙を搬送する１つまたは複数の第２ローラーと、
　用紙を搬送する第１ローラーと、
　前記第１ローラーの直下流に配置され、搬送する用紙上の画像を読み取るスキャナーと
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、を備え、
　画像を形成する画像形成期間中は、前記転写位置と前記定着ローラーとの間の用紙の搬
送状態に応じて、前記定着ローラーの回転を制御するとともに、
　前記スキャナーによる前記用紙上の画像の読み取りを行う読取期間中は、前記第１ロー
ラーを一定速度で回転させ、かつ、前記定着ローラーと前記第１ローラーとの間を搬送す
る用紙に形成されるたわみ量が所定範囲内になるように、前記第２ローラーの回転を制御
する制御部を備える、画像形成装置。
【００１２】
　（２）前記転写位置と前記定着ローラーとの間に形成される用紙のたわみ量を検知する
検知部を備え、
　前記検知部の出力に応じて、前記定着ローラーによる用紙の搬送速度Ｖｆを、予め定め
られた最高の搬送速度Ｖｆｍａｘと最低の搬送速度Ｖｆｍｉｎとの間で可変制御する、上
記（１）に記載の画像形成装置。
【００１３】
　（３）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの
搬送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度と同じになるように可変制御し、
　前記読取期間中は、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍｉｎに設定し、
前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆ以下、前記搬送速度Ｖｆｍｉｎ以上で制
御する、上記（２）に記載の画像形成装置。
【００１４】
　（４）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの
搬送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆよりも遅い速度で制御し、前記定着
ローラーと前記第１ローラーとの間を搬送される用紙にたわみを形成し、
　前記読取期間中は、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘに設定し、
前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘ以下、前記搬送速度Ｖｆ以上で制
御する、上記（２）に記載の画像形成装置。
【００１５】
　（５）前記第１ローラー、１または複数の前記第２ローラー、および前記定着ローラー
の複数ローラーのうち、隣接するローラー間で形成されるたわみ量を、所定量以下となる
ように制御する、上記（１）から上記（４）のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【００１６】
　（６）前記読取期間中に、前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量の全てが、前
記所定量を超えると判断した場合に、実行中の読み取りを中止する、上記（５）に記載の
画像形成装置。
【００１７】
　（７）前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量を検知する検知部を備え、前記検
知部の出力に応じて、前記読取期間中に前記隣接するローラー間で形成されるたわみ量を
判断する、上記（５）または上記（６）に記載の画像形成装置。
【００１８】
　（８）制御する前記隣接するローラー間の搬送速度差と、継続時間によって、前記隣接
するローラー間で形成されるたわみ量を算出し、該たわみ量の算出結果に応じて、前記隣
接するローラー間で形成されるたわみ量を判断する、上記（５）または上記（６）に記載
の画像形成装置。
【００１９】
　（９）前記所定量は、隣接するローラー間毎に異なる値に設定されている、上記（５）
から上記（８）のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【００２０】
　（１０）用紙を搬送する搬送路に沿って、搬送路上流側から順に、
　画像を形成し、形成した画像を転写位置で用紙上に転写する画像形成部と、
　用紙上に転写した画像を、加熱し、定着する定着ローラーと、
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　用紙を搬送する１または複数の第２ローラーと、
　用紙を搬送する第１ローラーと、
　前記第１ローラーの直下流に配置され、搬送する用紙上の画像を読み取るスキャナーと
、を備える画像形成装置に制御方法を実行させるためのプログラムであって、
（ａ）画像を形成する画像形成期間中に、前記転写位置と前記定着ローラーとの間に形成
される用紙のたわみ量が所定範囲内になるように、前記定着ローラーの回転を、制御する
ステップと、
（ｂ）前記スキャナーによる前記用紙上の画像の読み取りを行う読取期間中に、前記第１
ローラーを一定速度で回転させ、かつ、前記定着ローラーと前記第１ローラーとの間を搬
送される用紙に形成されるたわみ量が所定範囲内になるように、前記第２ローラーの回転
を制御するステップと、
　を含む制御方法を前記画像形成装置に実行させるためのプログラム。
【００２１】
　（１１）前記ステップ（ａ）は、前記転写位置と前記定着ローラー間に形成される用紙
のたわみ量を検知する検知部の出力に応じて、予め定められた最高の搬送速度Ｖｆｍａｘ
と最低の搬送速度Ｖｆｍｉｎとの間で制御する、上記（１０）に記載のプログラム。
【００２２】
　（１２）さらに、
（ｃ）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬
送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆと同じにするステップを含み、
　前記ステップ（ｂ）では、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍｉｎに設
定し、前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆ以下、前記搬送速度Ｖｆｍｉｎ以
上で制御する、上記（１１）に記載のプログラム。
【００２３】
　（１３）さらに
（ｄ）前記読み取りを開始する前まで、前記第１ローラー、および前記第２ローラーの搬
送速度を、ともに前記定着ローラーの搬送速度Ｖｆよりも遅い速度で制御するステップを
含み、
　前記ステップ（ｂ）では、前記第１ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘに設
定し、前記第２ローラーの搬送速度を前記搬送速度Ｖｆｍａｘ以下、前記搬送速度Ｖｆ以
上で制御する、上記（１１）に記載のプログラム。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明に係る画像形成装置は、搬送路に沿って、定着ローラーと、第２ローラーと、第
１ローラーと、スキャナーと、を備え、画像形成期間中は転写位置と定着ローラーとの間
の用紙の搬送状態に応じて、定着ローラーの回転を制御するとともに、スキャナーの読取
期間中は、第１ローラーを一定速度で回転させ、かつ、定着ローラーと第１ローラーとの
間を搬送する用紙に形成されるたわみ量が所定範囲内になるように、第２ローラーの回転
を制御する。このようにすることで、スキャナーによる読み取り精度を確保しつつ、搬送
される用紙へのダメージを防ぐこが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１の実施形態に係る画像形成装置の概略構成を示す断面図である。
【図２】画像形成装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３Ａ】定着ローラーの搬送速度と、用紙のたわみ状態を説明する模式図である。
【図３Ｂ】定着ローラーの搬送速度と、用紙のたわみ状態を説明する模式図である。
【図３Ｃ】定着ローラーの搬送速度と、用紙のたわみ状態を説明する模式図である。
【図４Ａ】搬送ローラーの搬送速度の設定と用紙Ｓのたわみ状態との関係を説明する模式
図である。
【図４Ｂ】搬送ローラーの搬送速度の設定と用紙のたわみ状態との関係を説明する模式図
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である。
【図４Ｃ】搬送ローラーの搬送速度の設定と用紙のたわみ状態との関係を説明する模式図
である。
【図４Ｄ】搬送ローラーの搬送速度の設定と用紙のたわみ状態との関係を説明する模式図
である。
【図５】第２の実施形態に係る画像形成装置の概略構成を示す断面図である。
【図６】画像形成装置の制御方法を示すフローチャートである。
【図７】図６のサブルーチンを示す図である。
【図８Ａ】図６のサブルーチンを示す図である。
【図８Ｂ】図８Ａに続いて実行される処理を示す図である。
【図９Ａ】ステップＳ１０５における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。
【図９Ｂ】ステップＳ１０７における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。
【図１０】ステップＳ２０１における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。
【図１１Ａ】時系列に沿って各区間でたわみが増加する様子を示す図である。
【図１１Ｂ】時系列に沿って各区間でたわみが増加する様子を示す図である。
【図１１Ｃ】時系列に沿って各区間でたわみが増加する様子を示す図である。
【図１１Ｄ】時系列に沿って各区間でたわみが増加する様子を示す図である。
【図１２】他の例において各区間でたわみが増加する様子を示す図である。
【図１３Ａ】時系列に沿って各区間でたわみを蓄積する様子を示す図である。
【図１３Ｂ】時系列に沿って各区間でたわみを蓄積する様子を示す図である。
【図１４Ａ】時系列に沿って各区間で、それまでに蓄積した、たわみを消費する様子を示
す図である。
【図１４Ｂ】時系列に沿って各区間で、それまでに蓄積した、たわみを消費する様子を示
す図である。
【図１４Ｃ】時系列に沿って各区間で、それまでに蓄積した、たわみを消費する様子を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。なお、図面の説明にお
いて同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。また、図面の寸法比率
は、説明の都合上誇張されており、実際の比率とは異なる場合がある。
【００２７】
　図１は、第１の実施形態に係る画像形成装置の概略構成を示す図である。図２は、画像
形成装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【００２８】
　図１、図２に示すように、画像形成装置１００は、画像形成装置本体１１０、給紙装置
１２０、後処理装置１３０を備える。画像形成装置本体１１０または給紙装置１２０の給
紙部から給紙された用紙Ｓは、画像形成装置本体１１０で画像形成される。後処理装置１
３０はスキャナー７０を備え、これにより画像形成装置本体１１０で画像形成された用紙
の読み取りを行って画像データを取得する。
【００２９】
　図２に示すように画像形成装置１００は、制御部１０、記憶部２０、画像形成部３０、
定着部４０、給紙搬送部５０、操作パネル６０、スキャナー７０、およびたわみ検知セン
サー８０、８１を備え、これらは信号をやり取りするためのバスを介して相互に接続され
ている。ここで、用紙のたわみ（「たるみ」、または「ループ」とも称される）とは、隣
接する用紙を搬送するローラー間の速度差により生じる送り量の差分（ｍｍ）に応じた用
紙の湾曲状態をいう。たわみ量は、送り量の差分（ｍｍ）で定義してもよく、搬送路５３
において、搬送路５３を構成する下面ガイドからの用紙Ｓの湾曲による高さの変化量（ｍ
ｍ）で定義してもよい。以下においては、たわみ検知センサー８０、８１を用いる場合に
は、後者の定義（高さ）で用いるものとする。
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【００３０】
　制御部１０は、ＣＰＵであり、プログラムにしたがって装置各部の制御や各種の演算処
理を行う。また、制御部１０は、スキャナー７０の読取により得られた画像データに基づ
いて、画像の色や画像形成位置を調整する機能（以下、単に「画像調整」という）を有す
る。画像の色調整としては、例えばカラーチャートの画像を読み取った画像データ（画像
信号）から色変換のＬＵＴを調整したり、画像形成部３０の露光量等の画像形成条件を調
整したりする。画像位置調整としては、例えば検知した用紙のエッジや、トンボ画像（マ
ーク画像）の位置から画像形成位置を調整する。
【００３１】
　記憶部２０は、予め各種プログラムや各種データを格納しておくＲＯＭ、作業領域とし
て一時的にプログラムやデータを記憶するＲＡＭ、および各種プログラムや各種データを
格納するハードディスク等から構成される。記憶部２０には、各種評価用の複数色のカラ
ーパッチを配置したカラーチャート用の画像データ、後述する各ローラー間に形成される
たわみ量の区間毎の許容上限値、等が記憶されている。
【００３２】
　画像形成部３０は、中間転写ベルト３１、複数の現像部、露光部（図示せず）、および
２次転写部としての転写ローラー３２を備える。各現像部の感光体ドラムに形成されたイ
エロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）のトナー画像は、中間転
写ベルト３１上に順次転写され、転写位置ｐ１で、転写ローラー３２により用紙Ｓ上に転
写される。画像形成中においては、中間転写ベルト３１は、一定の移動速度で、図１の矢
印方向に移動する。
【００３３】
　定着部４０は、内部にヒーターを配置した中空の加熱ローラーと、加熱ローラーに対向
する加圧ローラーを備える。以下、加熱ローラーと加熱ローラーをまとめて「定着ローラ
ー４１」と称す。ヒーターにより各ローラーは所定温度範囲内に制御され、用紙に加熱・
加圧処理を施す。また、画像形成中に。制御部１０が駆動モーター（図示せず）の回転速
度を制御することで、定着ローラー４１の用紙Ｓの送り速度（以下、「搬送速度」という
、他のローラーでも同様）は可変制御される。
【００３４】
　給紙搬送部５０は、画像形成装置本体１１０に設けた給紙トレイ５１、および給紙装置
１２０に設けた給紙トレイ５２、搬送路５３、搬送路５３に沿って配置した複数の搬送ロ
ーラーＲ０、Ｒ１、Ｒ２等、および用紙の通過を検知する複数の用紙検知センサー、なら
びにこれらの搬送ローラーを駆動する複数の駆動モーター（図示せず）を備える。給紙ト
レイ５２からは長尺の用紙Ｓを給紙する。なお、この搬送ローラーＲ１、Ｒ２はそれぞれ
、「第１の搬送ローラー」、「第２の搬送ローラー」として機能する。
【００３５】
　操作パネル６０はタッチパネル、テンキー、スタートボタン、ストップボタン等を備え
ており、印刷条件、装置の状態の表示および各種指示の入力に使用される。またユーザー
は、操作パネル６０を通じて、給紙トレイ５１、５２に装填した用紙の紙情報を入力する
ことができる。紙情報としては、用紙サイズ、用紙の種類（普通紙、コート紙）、用紙の
厚み、斤量、等がある。入力した紙情報は、給紙トレイ５１、５２と関連付けられて記憶
部２０に記憶される。
【００３６】
　（スキャナー）
　スキャナー７０は、搬送路５３上の読取位置ｐ２に搬送された用紙Ｓの読み取りを行う
。なお、スキャナー７０は、搬送ローラーＲ１の直下流側で、かつ搬送ローラーＲ０の直
情流側に配置され、その読取位置ｐ２は搬送ローラーＲ０、Ｒ１のほぼ中間位置に設けら
れている。搬送ローラーＲ０、Ｒ１は、一個の駆動モーターに連結する等により、同じ回
転速度で回転する。この搬送ローラーＲ０、Ｒ１は、後述するようにスキャナー７０によ
る読み取りを行う読取期間中は一定速度で回転する。
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【００３７】
　スキャナー７０は、センサーアレイ、レンズ光学系、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）光源およびこれらを収納する筐体等を備える。センサーアレイは、
複数の光学素子（例えばＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ））を主
走査方向に沿ってライン状に配置したカラーラインセンサーであり、幅方向における読取
領域は用紙Ｓの全幅に対応している。光学系は、複数のミラーとレンズから構成される。
ＬＥＤ光源からの光は、原稿ガラスを透過し、搬送路５３上の読取位置ｐ２を通過する用
紙Ｓの表面を照射する。この読取位置の像は、光学系により導かれ、センサーアレイ上に
結像する。
【００３８】
　制御部１０は、スキャナー７０で得られた画像データから、色調整や画像位置調整を行
う。なお、図１に示す例では、後処理装置１３０は１個のスキャナーを備える例を示して
いるが、用紙の両面の読み取りを同時にできるように、搬送路５３に沿って２個のスキャ
ナーを配置してもよい。
【００３９】
　（たわみ検知センサー）
　たわみ検知センサー８０、８１は、搬送路５３に沿って複数配置され、用紙Ｓのたわみ
量を検知する。たわみ検知センサー８０とたわみ検知センサー８１は同じ構成を備え、例
えば、照射した光の受光位置の変化により対象物までの距離を測定する測距センサーであ
る。たわみ検知センサー８０は、転写位置ｐ１と定着ローラー４１との間に配置され、複
数のたわみ検知センサー８１は、定着ローラー４１と搬送ローラーＲ２との間、および搬
送ローラーＲ２と搬送ローラーＲ１との間の各区間に配置される。たわみ検知センサー８
０、８１は、各区間での用紙Ｓの高さ、すなわち、たわみ量を検知する。そして、制御部
１０は、各たわみ検知センサー８０、８１の出力により、各ローラー（定着ローラー４１
、搬送ローラーＲ１、Ｒ２）の搬送速度、または隣接する搬送ローラー間の搬送速度差を
制御する。なお、たわみ検知センサー８０、８１としては、アクチュエーター方式を採用
してもよい。例えば、搬送路５３を搬送する用紙Ｓの裏面側に弱い荷重で接触する可動の
アクチュエーターを設け、このアクチュエーターの動きを検知する光学センサーにより、
用紙Ｓの搬送路５３中の搬送位置（高さ）を測定することで、用紙Ｓのたわみ量を検知す
る。
【００４０】
　（画像形成期間中の定着ローラーの可変制御について）
　ここで定着ローラー４１の速度制御について説明する。図３Ａ～図３Ｃは、定着ローラ
ー４１の搬送速度と、用紙のたわみ状態を説明する模式図である。以下においては、定着
ローラー４１、転写ローラー３２、および搬送ローラーＲ１、Ｒ２による用紙Ｓの搬送速
度をそれぞれ、搬送速度Ｖｆ、Ｖｔ、Ｖｒ１、Ｖｒ２として示す。
【００４１】
　図３Ａに示すように、搬送速度Ｖｆ＜搬送速度Ｖｔの場合には、転写ローラー３２と定
着ローラー４１との間には搬送速度の差分と、両ローラーによって搬送される継続時間に
応じて、用紙Ｓのたわみが形成される。搬送速度差が大きい場合、または用紙Ｓの長さが
長く、継続時間が長い場合には、たわみ量が大きくなり、搬送路５３に配置されたメカ部
品と用紙Ｓが干渉し、用紙Ｓへのダメージや、用紙の汚れ等の不具合が生じる。
【００４２】
　一方で、図３Ｂに示すように、搬送速度Ｖｆ＞搬送速度Ｖｔの場合には、両ローラー間
で用紙Ｓは引っ張られることになる。この場合、一般に、定着ローラー４１の方が転写ロ
ーラー３２等の他の搬送ローラーよりも用紙Ｓの搬送力が大きいため、用紙Ｓの延びが所
定以上になると、転写位置ｐ１において用紙Ｓのスリップが生じたり、用紙が破れたりす
る虞がある。スリップが生じると転写位置ずれ等の不具合が生じる。
【００４３】
　そこで本実施形態においては、図３Ｃに示すように、たわみ検知センサー８０の出力に



(10) JP 2018-200436 A 2018.12.20

10

20

30

40

50

応じて、搬送速度ＶｆをＶｆｍｉｎ～Ｖｆｍａｘの範囲で可変制御する。この可変制御は
、少なくとも、転写ローラー３２と定着ローラー４１の両方で用紙を搬送している間、す
なわち画像形成中に実行される。なお、Ｖｆｍｉｎ、Ｖｆｍａｘの値は、定着ローラーの
外径の寸法公差や加熱時の熱膨張をばらつき考慮して、予め定められた固定値であり、記
憶部２０に記憶されている。ばらつきの上下限の条件下においても、Ｖｆｍｉｎではたわ
みが形成され、Ｖｆｍａｘではたわみが解消される。
【００４４】
　（読取期間中の搬送ローラーの搬送速度について）
　後処理装置１３０内の搬送ローラーＲ０～Ｒ２の搬送速度は、通常は、定着ローラー４
１の搬送速度と同じになるように制御する。すなわち、画像形成期間中に定着ローラー４
１をたわみ検知センサー８０の検知出力に応じて可変制御する場合には、同じ速度になる
ように、搬送ローラーＲ０～Ｒ２も可変制御する。
【００４５】
　ただし、画像形成期間中であっても、スキャナー７０による読み取りを行う読取期間中
は、上述したように搬送ローラーＲ１（搬送ローラーＲ０も同じ）の速度は、一定速度で
制御する。
【００４６】
　以下、この読取期間中の搬送ローラーＲ１、Ｒ２の搬送速度Ｖｒ１、Ｖｒ２によって、
用紙Ｓのたわみ状態がどのようになるかについて、図を参照して説明する。図４Ａ～図４
Ｄは、搬送速度Ｖｒ１、Ｖｒ２の設定と、用紙Ｓのたわみ状態との関係を説明する模式図
である。
【００４７】
　図４Ａは、搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１を、例えばＶｆｍａｘにすることで搬送
速度Ｖｒ１＞搬送速度Ｖｆに設定し、搬送速度Ｖｒ２を、搬送速度Ｖｆと同じ速度になる
ように制御した場合の用紙Ｓのたわみ状態を示す図である。
【００４８】
　この場合、図４Ａに示すように搬送ローラーＲ１、Ｒ２の間では、たわみは形成されず
（たわみ量がゼロ未満）に用紙Ｓを引っ張り合うことになる。この状況では、定着ローラ
ー４１の搬送力が搬送ローラーＲ１の搬送力よりも大きいために、この引っ張り合いによ
り、読取中に用紙Ｓのスリップが生じたり、用紙が破れたりする虞がある。また、スリッ
プが生じるとスキャナー７０の読取精度を確保することができない。
【００４９】
　図４Ｂは、搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１を、例えばＶｆｍｉｎにすることで搬送
速度Ｖｒ１＜搬送速度Ｖｆに設定し、搬送速度Ｖｒ２を、搬送速度Ｖｆと同じ速度になる
ように制御した場合の用紙Ｓのたわみ状態を示す図である。
【００５０】
　この場合、搬送ローラーＲ１、Ｒ２の間では、両ローラーの速度差によりたわみが形成
され続ける。継続時間によってはたわみ量が許容上限値を超えてしまう場合には、搬送路
５３に配置されたメカ部品と干渉することになる。メカ部品と干渉した場合には、用紙Ｓ
は汚れたり、ダメージを受けたりといった不具合が生じる。なおこの許容上限値は、隣接
する各ローラー間のメカ部品の配置位置により異なる値を取りえる。例えばローラーＲ１
、Ｒ２間の許容上限値と、ローラーＲ２と定着ローラー４１巻の許容上限値は異なる値を
取り得る。
【００５１】
　図４Ｃは、搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１を、搬送速度Ｖｒ１＞搬送速度Ｖｆに設
定し、搬送ローラーＲ２の搬送速度Ｖｒ２を搬送速度Ｖｒ１と同じ速度に設定した場合の
用紙Ｓのたわみ状態を示す図である。
【００５２】
　この場合、搬送ローラーＲ２と定着ローラー４１との間では、たわみは形成されずに用
紙Ｓを引っ張り合うことになる。この状況では、定着ローラー４１の搬送力が搬送ローラ
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ーＲ１、Ｒ２の搬送力の合計よりも大きいために、この引っ張り合いにより、読取中に用
紙Ｓのスリップが生じたり、用紙が破れたりする虞がある。
【００５３】
　図４Ｄは、搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１を、搬送速度Ｖｒ１＜搬送速度Ｖｆに設
定し、搬送速度Ｖｒ２を搬送速度Ｖｒ１と同じ速度に設定した場合の用紙Ｓのたわみ状態
を示す図である。
【００５４】
　この場合、搬送ローラーＲ２、定着ローラー４１の間では、速度差によりたわみが形成
され続け、継続時間によってはたわみ量が許容上限値を超えてしまうような場合には、搬
送路５３に配置されたメカ部品と干渉することになる。
【００５５】
　本実施形態では、このような状況の元、後述する制御を実施してたわみ量を所定範囲内
（ゼロ以上、許容上限値以下）に制御することで、スキャナーによる読み取り精度を確保
しつつ、搬送される用紙へのダメージを防ぐ。ここで、制御の説明をする前に、第２の実
施形態に係る画像形成装置について説明する。図５は、第２の実施形態に係る画像形成装
置１００ｂの概略構成を示す断面図である。第２の実施形態においては後処理装置１３０
ｂの構成が、第１の実施形態に係る画像形成装置１００と異なる。それ以外の構成は同様
であることから、詳細な説明を省略する。
【００５６】
　画像形成装置１００ｂの後処理装置１３０ｂは、スキャナー７０を有する第１後処理部
１３１と、中継搬送用の第２後処理部１３２を備える。
【００５７】
　第１後処理部１３１の構成については、第１の実施形態の後処理装置１３０と同様の構
成を備えるので説明は省略する。第２後処理部１３２は、複数の搬送ローラーＲ２１、Ｒ
２２、Ｒ２３を備え、これらが「第２の搬送ローラー」として機能する。なお、第２後処
理部１３２は、同図では記載を省略しているが、搬送ローラーＲ２２の上流側と下流側に
分岐の入口と出口を設けたスイッチバック用の搬送路を備える。設定に応じて、このスイ
ッチバック用の搬送路を経由することで、搬送する用紙の表裏を裏返して搬送する。
【００５８】
　（用紙搬送の制御方法）
　以下、図６～図８Ｂを参照し、用紙搬送の制御方法について説明する。なお、この制御
方法は、第１、第２の実施形態の画像形成装置１００、１００ｂのいずれにも適用可能で
あるが、以下の説明においては、第２実施形態に係る画像形成装置１００ｂに適用した場
合について説明する。
【００５９】
　図６は、画像形成装置１００ｂの制御部１０が実行する用紙搬送の制御方法を示すフロ
ーチャートである。図７、図８Ａ、図８Ｂは、図６のサブルーチンを示す図である。
【００６０】
　（ステップＳ１０１）
　最初に印刷ジョブの実行を開始する。制御部１０は、例えば画像形成装置１００に接続
したＰＣ端末を通じて、ユーザーからの印刷ジョブを受け付けることにより、印刷ジョブ
の実行を開始する。なお、印刷ジョブを実行開始し、画像形成している期間中は、図３Ａ
～図３Ｃで説明したように、定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆは、制御部１０によりたわ
み検知センサー８０の検知出力に応じて可変制御される。
【００６１】
　（ステップＳ１０２）
　次に、印刷ジョブの印刷設定で、スキャナー７０によるスキャン処理が「有効」になっ
ているか否かを判断する。スキャン処理が有効であれば（ＹＥＳ）、処理をステップＳ１
０４に進め、有効でなければ（ＮＯ）、処理をステップＳ１０３に進める。
【００６２】
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　（ステップＳ１０３）
　スキャン処理を行わないので、画像形成期間中を含め用紙Ｓを搬送している間は、制御
部１０は、上述のように可変制御する定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆに同期して、各搬
送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を、搬送速度Ｖｆと同じに制御する
。
【００６３】
　（ステップＳ１０４）
　スキャン処理を行う場合には、さらに、印刷に用いる用紙Ｓの搬送方向の長さが、スキ
ャナー７０の読取位置ｐ２と定着ローラー４１（ニップ位置）との間の距離Ｌ１（図５参
照）よりも長いか否かを判断する。用紙Ｓの長さ＞距離Ｌ１であれば（ＹＥＳ）、処理を
ステップＳ１１１に進め、そうでなければ（ＮＯ）、処理をステップＳ１０５に進める。
【００６４】
　（ステップＳ１０５）
　搬送する用紙Ｓが定着ローラー４１で搬送している間は、上述のＳ１０３と同様に、定
着ローラー４１の搬送速度Ｖｆと同じ搬送速度に他の搬送ローラーＲ１～Ｒ２３を制御す
る。
【００６５】
　図９Ａは、このステップＳ１０５における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。用紙Ｓの
長さが距離Ｌ１よりも短いので、定着ローラー４１での用紙Ｓの搬送と、スキャナー７０
によるスキャン処理が同時に行われることはない。
【００６６】
　（ステップＳ１０６）
　次に、用紙Ｓの後端が定着ローラー４１を抜けたか否かを判断する。この判断は、例え
ば搬送路５３に配置した用紙検知センサーの検知信号や駆動モーターの駆動時間に応じた
タイマーにより行う。用紙Ｓの後端が定着ローラー４１を抜けた場合には、処理をステッ
プＳ１０７に進める。
【００６７】
　（ステップＳ１０７）
　用紙Ｓが定着ローラー４１を抜けた後は、搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３
の搬送速度を全て同一の一定の値に設定する。一定の速度としては、定着ローラー４１を
抜けた時点での搬送速度Ｖｆを用いてもよく、所定のデフォルト値（例えばＶｆｍａｘと
Ｖｆｍｉｎの中間値）を適用してもよい。以降は、この一定の速度で用紙Ｓを搬送しなが
らスキャン処理を行う。
【００６８】
　図９Ｂは、このステップＳ１０７における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。読取期間
中、すなわち用紙Ｓが読取位置ｐ２に到達してから抜けるまでの期間は、読取精度の観点
から、用紙Ｓは一定の速度で搬送する必要がある。読取期間中においては、各搬送ローラ
ーは、用紙Ｓを搬送している間は、この一定の速度を維持する。
【００６９】
　（ステップＳ１１１）
　ここでは、制御部１０は、たわみ作成モードの種類を判断する。たわみ作成モードの設
定は、予め記憶部２０に記憶されている。この設定は、ユーザーが操作パネル６０を通じ
て変更してもよい。たわみ作成モードの種類が「事後作成モード」であれば処理をステッ
プＳ１１２に進め、「事前作成モード」であれば処理をステップＳ１１３に進める。
【００７０】
　（事後作成モード（Ｓ１１２のサブルーチン））
　図７は、図６のステップＳ１１２のサブルーチンを示す図である。図７に示す事後作成
モードにおいては、スキャン開始まで、すなわち用紙Ｓの先端が読取位置ｐ２に到達する
まではたわみを作成せずに、スキャンを開始してから、事後的にたわみを作成するもので
ある。
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【００７１】
　（ステップＳ２０１）
　事後作成モードにおいては、最初に、上述のＳ１０３と同様に、定着ローラー４１の搬
送速度Ｖｆと同じ搬送速度に他の搬送ローラーＲ１～Ｒ２３を制御する。
【００７２】
　図１０は、このステップＳ２０１における用紙Ｓの搬送状態を示す図である。なお、同
図に示すように（以下の図でも同様）、搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、お
よび定着ローラー４１の各ローラーの隣接するローラー間をそれぞれ、区間１～区間４と
定義している。また、各区間のたわみ量の許容上限値を、同図では模式的に高さ方向の位
置で表現し、一点破線で示している。なお、同図では全ての区間のたわみ量の許容上限値
を同じ値としているが、上述のように搬送路５３における各区間のメカ部品の形状、位置
に応じて、区間毎に異なる値を取り得る。
【００７３】
　（ステップＳ２０２）
　ここでは、制御部１０は、用紙Ｓの先端が読取位置ｐ２の直前に到達したか否かを判断
する。到達した場合には、処理を次に進める。読取位置ｐ２からこの直前まで距離（時間
）は、用紙Ｓの先端が搬送ローラーＲ１に到達するタイミング等により、適宜設定するこ
とができる。
【００７４】
　（ステップＳ２０３）
　搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１をＶｆｍｉｎに設定する。以降は、読取期間中は、
このＶｆｍｉｎの搬送速度を維持する。
【００７５】
　（ステップＳ２０４）
　制御部１０は、用紙Ｓの先端が読取位置ｐ２に到達したことに応じて、スキャナー７０
によるスキャン処理を開始させる。
【００７６】
　（ステップＳ２０５）
　以降は、制御部１０は、搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、および定着ロー
ラー４１の間で下流側ローラー≦上流側ローラーの関係を維持するように搬送ローラーＲ
２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を制御する。ここで、定着ローラー４１は可変制御され
、搬送ローラーＲ１はステップＳ２０３で一定速度に設定されている。
【００７７】
　（ループ１（Ｓ２１１～Ｓ２１４））
　ループ１では、全ての隣接するローラー間のたわみ量をチェックする。具体的には、区
間１から区間４までを、順にチェックする。
【００７８】
　いずれかの区間で、たわみ量が所定量に到達した場合（Ｓ２１２：ＹＥＳ）、その区間
の上流側、下流側の搬送ローラーの搬送速度を同じに設定し、以降は、たわみ作成を停止
する（Ｓ２１３）。本実施形態においてはこの所定量は、区間毎に、各区間の許容上限値
と同じ値に設定しているが、許容上限値に所定のマージンを加えて、これよりも少ない値
に設定してもよい。
【００７９】
　（ステップＳ２２１）
　ここでは、用紙Ｓの後端が定着ローラー４１を抜けたか否かを判断する。用紙Ｓの後端
が定着ローラー４１を抜けている場合には、処理をステップＳ２２６に進め、抜けていな
い場合には、処理をステップＳ２２２に進める。
【００８０】
　（ステップＳ２２２）
　ここでは、制御部１０は、区間１～区間４の全てのたわみ量が所定量に到達しているか
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を判断する。到達していれば処理をステップＳ２２４に進める。一方で、到達していなけ
れば処理をステップＳ２２３に進める。
【００８１】
　（ステップＳ２２２）
　ここでは、制御部１０は、スキャン処理が完了したか否かを判断する。完了していなけ
れば、処理をステップＳ２０５に戻す。一方で、スキャン処理が完了したのであれば、処
理をステップＳ２２５に進める。
【００８２】
　（ステップＳ２２４）
　全ての区間のたわみ量が、所定量に達し、これ以上、搬送ローラーＲ１～定着ローラー
４１間で、たわみを作成し続けると、搬送中の用紙Ｓが、メカ部品と接触する等により、
ダメージを受ける虞がある。これを避けるためスキャン処理を中止し、処理をステップＳ
２２５に進める。
【００８３】
　（ステップＳ２２５）
　この時点は、スキャン処理は行われていないので、制御部１０は、定着ローラー４１の
搬送速度Ｖｆと同じ搬送速度になるように、全ての搬送ローラーＲ１～Ｒ２３を制御し、
処理を図６に戻す（リターン）。
【００８４】
　（ステップＳ２２６）
　用紙Ｓが定着ローラー４１を抜けた後は、搬送ローラーＲ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送
速度を全て同一の一定の値に設定する。一定の速度としては、例えば搬送ローラーＲ１と
同じ搬送速度Ｖｆｍｉｎに設定し、その後、処理を図６に戻す（リターン）。
【００８５】
　（事後作成モード（Ｓ１１２）のたわみ状態の推移）
　ここで、図１１Ａ～図１１Ｄ参照し、事後作成モードにおける各区間で作成されるたわ
み状態の推移を具体的に説明する。ここで示す例においては、ステップＳ２０５において
、制御部１０は、最初に、搬送ローラーＲ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を全て定着ロ
ーラー４１と同じ搬送速度になるように可変制御したものである。
【００８６】
　図１１Ａ～図１１Ｄは、図１０の後に、時系列に沿って各区間でたわみが増加する様子
を示す図である。
【００８７】
　図１１Ａは、区間１でたわみ量が許容上限値に達した状態を示している。ここまでは、
搬送ローラーＲ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を全て定着ローラー４１と同じ搬送速度
で制御しているので、たわみは区間１にのみ作成される。このとき、たわみの増加速度は
、可変制御される定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆに依存する。例えば、定着ローラー４
１が、たわみ検知センサー８０の出力に応じて、最高の搬送速度Ｖｆｍａｘで制御された
ときに、区間１のたわみの増加速度が最も速くなる。区間１でたわみ量が許容上限値に達
したことに応じて、制御部１０は、区間１の下流側および上流側の搬送ローラーＲ１、Ｒ
２１を同じ搬送速度、すなわち、搬送ローラーＲ２１の搬送速度をＶｆｍｉｎに設定する
（Ｓ２１３）。これにより、以降においては、たわみは区間２にのみ作成される。
【００８８】
　図１１Ｂは、さらに、区間２でもたわみ量が許容上限値に達した状態を示している。区
間２で、たわみ量が許容上限値に達したことに応じて、制御部１０は、区間２の下流側お
よび上流側の搬送ローラーＲ２１、Ｒ２２を同じ搬送速度、すなわち、搬送ローラーＲ２
２の搬送速度をＶｆｍｉｎに設定する（Ｓ２１３）。これにより、以降においては、たわ
みは区間３にのみ作成されることになる。
【００８９】
　図１１Ｃ、その後に区間３のたわみ量が許容上限値に達した状態を示す図である。図１
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１Ｄは、搬送ローラーＲ２３の搬送速度をＶｆｍｉｎに設定した後、区間４のたわみ量が
許容上限値に近づいた状態を示す図である。
【００９０】
　図１１Ｄの後、さらに、区間４でたわみ量が更に増加し、許容上限値に達した場合、用
紙へのダメージが懸念されるので、スキャン処理を即時中止する（Ｓ２２２、Ｓ２２４）
。なお、スキャンが中止になることはまれであり、ほとんどの場合には全ての区間でたわ
み量が許容上限値に達する前に、スキャン処理が完了する。
【００９１】
　図１１Ａ～図１１Ｄに示す例では、下流側から上流側の区間に向かって順にたわみを形
成する例を示したが、これに限られない。いずれの区間からたわみを形成するようにして
もよく、いくつかの区間で同時に作成するようにしてもよい。図１２は、全ての区間で同
時にたわみを作成する例を示す図である。例えば定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆと搬送
ローラーＲ１の搬送速度Ｖｆｍｉｎの差分を４分割、例えば４等分して、各搬送ローラー
Ｒ２１～Ｒ２３に割り振ることで、各区間でのたわみの増加速度を均一にできる。この場
合、許容上限値が同じでない場合、または、搬送ローラーの外径ばらつき等により、いず
れかの区間のたわみ量が先に許容上限値に達する場合がある。例えば、区間２で許容上限
値に達した場合には、制御部１０は、搬送ローラーＲ２１を増速、および／または搬送ロ
ーラーＲ２２を減速することで、両搬送ローラーの搬送速度を同じに設定する。以降は、
区間２でのたわみ量は維持されることになる（Ｓ２１３）。
【００９２】
　このように、「事後作成モード」においては、読取期間中は、制御部１０は、読取位置
ｐ２の直前の搬送ローラーＲ１（第１ローラー）を定着ローラー４１の可変範囲内の最低
の搬送速度Ｖｆｍｉｎに設定する。そして、両ローラーの間にある搬送ローラーＲ２１～
Ｒ２３（第２ローラー）の搬送速度を、定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆ以下、搬送速度
Ｖｆｍｉｎ以上で制御する。読取期間中に用紙を一定速度で搬送することにより読み取り
を高精度で行えるとともに、読み取りを高精度で行えるとともに、搬送される用紙に対す
るダメージを防ぐことが可能となる。
【００９３】
　（事前作成モード（Ｓ１１３のサブルーチン））
　図８Ａ、図８Ｂは、図６のステップＳ１１３のサブルーチンを示す図である。図８Ａ、
図８Ｂに示す事前作成モードにおいては、スキャン開始までにたわみを作成し、蓄積して
おき、スキャンを開始してから、蓄積したたわみを徐々に消費する。
【００９４】
　（Ｓ３０１）
　事前作成モードにおいては、最初に、搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、お
よび定着ローラー４１の間で下流側ローラー≦上流側ローラーの関係を維持するように搬
送ローラーＲ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を制御する。この大小関係を満足するので
あれば搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度の設定は、種々の値に設定
し得る。これらの搬送速度は、通常の搬送速度よりも遅くてもよく、また、停止させても
よい。より搬送速度を遅くし、定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆとの速度差を大きくすれ
ば、より多くのたわみ量を蓄積できる。また、スキャン開始までに蓄積させるたわみ量は
、読取期間中に、定着ローラー４１で搬送する継続時間、すなわち用紙Ｓの長さに応じて
設定してもよい。用紙Ｓの長さがそれほど長くない場合には、蓄積するたわみ量は少なく
てもよい。
【００９５】
　図１３Ａ、図１３Ｂは、事前作成モードにおいて、時系列に沿って各区間でたわみを蓄
積する様子を示す図である。図１３Ａ、図１３Ｂに示す例においては、停止した搬送ロー
ラーに用紙を突き当てながら、上流側の区間４から区間１まで順に、所定量までのたわみ
を蓄積してゆく様子を示している。
【００９６】
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　図１３Ａでは、搬送ローラーＲ２３、およびこれよりも下流側のローラーは全て停止さ
せている。この状態では用紙Ｓの先端は、停止した搬送ローラーＲ２３に突き当たった状
態で、定着ローラー４１の搬送量に応じたたわみが形成される。区間４のたわみ量が所定
量ｒｘに達したところで、このたわみ量を維持しつつ、搬送ローラーＲ２３の回転を開始
する。すなわち、以降は、搬送ローラーＲ２３の搬送速度は、定着ローラー４１の搬送速
度Ｖｆと同じ搬送速度に設定する。ここで、搬送ローラーＲ２３の回転を開始するトリガ
ーとなる区間４の所定量ｒｘは、許容上限値と同じに設定してもよく、許容上限値にマー
ジンを加えて、あるいは所定の係数を掛けて、これよりも少ない値に設定してもよい。
【００９７】
　図１３Ｂは、区間４に続いて、区間３でたわみを形成した状態を示す図である。区間３
のたわみ量が所定量ｒｘに達したところで、搬送ローラーＲ２２を、上流側のローラーと
同じ搬送速度に設定する。以降は、同様に区間２、区間１についても所定量ｒｘのたわみ
を形成する。
【００９８】
　（ループ２（Ｓ３１１～Ｓ３１４））
　ループ２では、全ての隣接するローラー間のたわみ量をチェックする。具体的には、区
間１から区間４までを、順にチェックする。
【００９９】
　いずれかの区間で、たわみ量が所定量ｒｘに到達した場合（Ｓ３１２：ＹＥＳ）、その
区間の上流側、下流側の搬送ローラーの搬送速度を同じに設定し、以降は、その区間のた
わみ作成を停止する（Ｓ３１３）。例えば上述の図１３Ａのように、区間４のたわみ量が
所定量ｒｘに到達した場合、以降は、搬送ローラーＲ２３の搬送速度Ｖｒ２３を定着ロー
ラー４１と同じ搬送速度Ｖｆに設定する。
【０１００】
　（ステップＳ３２１）
　ここでは、制御部１０は、用紙Ｓの先端が読取位置ｐ２の直前に到達したか否かを判断
する。到達した場合には、処理を次に進める。達していなければ、処理をステップＳ３０
１に戻す。
【０１０１】
　（ステップＳ３２２）
　搬送ローラーＲ１の搬送速度Ｖｒ１をＶｆｍａｘに設定する。以降は、読取期間中は、
このＶｆｍａｘの搬送速度を維持する。
【０１０２】
　（ステップＳ３２３）
　制御部１０は、用紙Ｓの先端が読取位置ｐ２に到達したことに応じて、スキャナー７０
によるスキャン処理を開始させる。
【０１０３】
　（ステップＳ３３１）
　以降は、制御部１０は、搬送ローラーＲ１、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、および定着ロー
ラー４１の間で下流側ローラー≧上流側ローラーの関係を維持するように搬送ローラーＲ
２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送速度を制御する。ここで、定着ローラー４１は可変制御され
、搬送ローラーＲ１はステップＳ３２２で一定速度に設定されている。これにより今まで
に蓄積されたたわみ量は、徐々に消費されてゆく。
【０１０４】
　図１４Ａ～図１４Ｃは、事前作成モードにおいて、時系列に沿って各区間で、それまで
に蓄積した、たわみを消費する様子を示す図である。図１４Ａは、スキャン処理を開始し
た直後の状態を示しており、この状態ではたわみは、ほとんど消費されていない。図１４
Ｂは、全区間でほぼ同じ割合で、たわみ量が消費された様子を示している。なお、各区間
のたわみの消費は、図１４Ｂに示すように全区間で均等に消費してもよく、または上流ま
たは、いずれの区間から順に消費するようにしてもよい。この際の各搬送ローラーの設定
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については、図１２、または図１１Ａ～Ｄで説明したステップＳ２０５のたわみ作成手順
と同様の考えを、このステップＳ３３１のたわみ消費手順に適用できる。
【０１０５】
　（ステップＳ３３２）
　ここでは、用紙Ｓの後端が定着ローラー４１を抜けたか否かを判断する。用紙Ｓの後端
が定着ローラー４１を抜けている場合には、処理をステップＳ３３７に進め、抜けていな
い場合には、処理をステップＳ３３３に進める。
【０１０６】
　（ステップＳ３３３）
　ここでは、制御部１０は、区間１～区間４の全てのたわみ量を全て消費したか否かを判
断する。全てを消費していなければ処理をステップＳ３３４に進める。一方で、全て消費
したならば処理をステップＳ３３５に進める。
【０１０７】
　（ステップＳ３３４）
　ここでは、制御部１０は、スキャン処理が完了したか否かを判断する。完了していなけ
れば、処理をステップＳ３３１に戻す。一方で、スキャン処理が完了したのであれば、処
理をステップＳ３３６に進める。
【０１０８】
　（ステップＳ３３５）
　蓄積した全てのたわみ量を消費し、これ以上、搬送ローラーＲ１～定着ローラー４１間
で、たわみを消費し続けると、搬送中の用紙Ｓが隣接するローラー間で引っ張り合った状
態となる。図１４Ｃは、全てのたわみを消費した状態を示す図である。このような状況下
では、読取中の用紙Ｓがスリップし、読取精度を確保することができない。これを避ける
ためスキャン処理を中止し、処理をステップＳ３３６に進める。
【０１０９】
　（ステップＳ３３６）
　この時点は、スキャン処理は行われていないので、制御部１０は、定着ローラー４１の
搬送速度Ｖｆと同じ搬送速度になるように、全ての搬送ローラーＲ１～Ｒ２３を制御し、
処理を図６に戻す（リターン）。
【０１１０】
　（ステップＳ３３７）
　用紙Ｓが定着ローラー４１を抜けた後は、搬送ローラーＲ２１、Ｒ２２、Ｒ２３の搬送
速度を全て同一の一定の値に設定する。一定の速度としては、例えば搬送ローラーＲ１と
同じ搬送速度Ｖｆｍａｘに設定し、その後、処理を図６に戻す（リターン）。
【０１１１】
　このように、「事前作成モード」においては、スキャン処理を開始するまでにたわみを
蓄積しておく。読取期間中は、制御部１０は、読取位置ｐ２の直前の搬送ローラーＲ１（
第１ローラー）を定着ローラー４１の可変範囲内の最高の搬送速度Ｖｆｍａｘに設定する
。そして、両ローラーの間にある搬送ローラーＲ２１～Ｒ２３（第２ローラー）の搬送速
度を、搬送速度Ｖｆｍａｘ以下、定着ローラー４１の搬送速度Ｖｆ以上で制御する。この
ように制御することで、読取期間中に用紙を一定速度で搬送することにより読み取りを高
精度で行えるとともに、搬送される用紙に対するダメージを防ぐことが可能となる。
【０１１２】
　以上に説明した画像形成装置の構成は、上記の実施形態の特徴を説明するにあたって主
要構成を説明したのであって、上記の構成に限られず、特許請求の範囲内において、種々
改変することができる。また、一般的な画像形成装置が備える構成を排除するものではな
い。
【０１１３】
　上述の実施形態では、たわみ量をたわみ検知センサー８０、８１により各区間のたわみ
量を検知する例を示したが、これに限られず、各区間の上流側と下流側の搬送ローラーの
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ようにしてもよい。
【０１１４】
　さらに、画像形成装置１００等を動作させるプログラムは、ＵＳＢメモリー、フレキシ
ブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピューター読み取り可能な記録媒体によって提供さ
れてもよいし、インターネット等のネットワークを介してオンラインで提供されてもよい
。この場合、コンピューター読み取り可能な記録媒体に記録されたプログラムは、通常、
メモリーやストレージ等に転送され記憶される。また、このプログラムは、例えば、単独
のアプリケーションソフトとして提供されてもよいし、画像形成装置１００の一機能とし
てその各装置のソフトウェアに組み込んでもよい。
【符号の説明】
【０１１５】
１００、１００ｂ　画像形成装置
１１０　画像形成装置本体
１２０　給紙装置
１３０、１３０ｂ　後処理装置
　１３１　第１後処理部
　１３２　第２後処理部
１０　制御部
２０　記憶部
３０　画像形成部
　３２　転写ローラー
４０　定着部
　４１　定着ローラー
５０　給紙搬送部
　５１、５２　給紙トレイ
　５３　搬送路
　Ｒ０、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３　搬送ローラー
６０　操作パネル
７０　スキャナー
８０、８１　たわみ検知センサー（検知部）
ｐ１　転写位置
ｐ２　読取位置
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